
１　経済動向に係る企業等の声（1-3月期）

地域の経済動向（令和7年1-3月期）

《道南（渡島・檜山）地域》

（道南） 

【建設業】 

・  工事件数は横ばいで発注されているが、労働者不足により思うように受注できない。今後は作
業員の人数に合わせた受注で、規模も縮小せざるを得ない。（土木工事業） 

・  人手不足に加えて、昨今の原料価格の上昇により見積時点と工事時点で仕入価格が大きく変わっ
てしまうため正確な見積もりが出せない状況。（商工団体） 

・  業績は好調に推移しているが、担い手不足、後継者不足は深刻。（商工団体） 

・  技術者、技能者が来ない。高齢化も進んでいる。（商工団体） 

 

【製造業】 

・  今後は外国人実習生の受入れを予定している。（製造業） 

・  電気代や、人件費が高騰しているため、資金面が課題。（製造業） 

・  日本人の従業員が高齢化しており、外国人の採用が増えてきている。（製造業） 

・  エネルギー価格高騰によるコスト上昇の影響をまともに受けているが、価格競争力の低下を懸念
して、 商品への価格転嫁はできずにいる。（製造業） 

 

【卸売・小売業】 

・  自社 HP、直販 ECサイトを通じてアスパラの注文が好調に推移。有名レストラン・ホテルのシ
ェフにアスパラを使ってもらっている。農閑期前は、アルバイトを入れないと回らないくらい農作
業と注文発送で忙しかった。（農業生産法人） 

 

【サービス業】 

・  技術の平準化を目指している。現状は技術の差がある為、現場を数多く経験し一早くスキルを身
につけてもらう。（サービス業） 

・  旅行形態が変わり、団体中心から完全に個人中心になり予想しづらくなった。インバウンドにつ
いても同じ様な傾向にある。（観光関連事業） 

・  人材不足や原材料価格の高騰を経営課題としてあげる企業が多い。（商工団体） 

・  エネルギー・原材料価格高騰や円安などの影響は、業績面でマイナス要因になると思う。（商工
団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（1-3月期）

総合
生産
動向

消費
動向

道南地区では、観光客の入込数が力強く推移し
ている。道発表・2024年4月～9月(前期)のデー
タでは、函館の対前年同期比観光入込客数は
10％増、宿泊者数では12％増と好調である。
しかしながら、主食の米やガソリン価格の高止
まり等は消費者マインドに負の影響を及ぼして
いる。生産についても、原材料費の高騰が依然
続いている結果、コスト高による経営圧迫が続
いている。
以上の理由から、総合としては「普通」と判断し
た。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に好調

次期見通し

好調 やや好調 普通 やや低調 低調 非常に低調

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫

現在の景況感

今期の生産動向については、製造業において
各種（前期実績、今期予想、売上・収益前年同
期）大きな悪化を示しており、生産動向は「低
調」と判断した。
その他の業種においては、インバウンド等の旅
行客入込増加が続き、今期予想より良化を示し
ており、総合では「やや低調」と判断した。

判断理由 判断理由方向感

現在のところ、道南地区では経済成長にプラス
となる要因は見られない。マクロ的にみても、米
国による関税や未だ終結の見えない近隣国同
士での戦争、物価高に依然追いつけない賃金
上昇率等、道南地区経済においても、決して明
るくはないと判断した。

次期業況DIは、△20.2ポイント悪化の見通しとな
るが、売上高DI△2.8ポイント、収益DI△7.7ポイ
ントと共にわずかな減少予想となっている。
物価高、人手不足等の状況下、サービス業では
春の行楽シーズンやインバウンドを含めた観光
客の入込増加による期待もあり「上昇傾向」と判
断した。

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額】 【航空機利用による来道者数】

【企業倒産件数と負債総額】 【有効求人倍率】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【新車登録台数】 【新設住宅着工戸数】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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